
交通遺児育英会

主催 公益財団法人　交通遺児育英会

種類

高等学校奨学生　在学応募（貸与・一部給付あり）
2万円・3万円・4万円から選択（うち1万円は給付）
貸付期間：最短修業年限まで

大学・短期大学奨学生　予約応募（貸与・一部給付あり）
4万円、5万円、6万円から選択（うち2万円は給付）
貸付期間：最短修業年限まで

入学一時金（全額貸与、1年生入学後希望者に貸与。無利子）
20万円・40万円・60万円から選択

募集期間

校内締切り
高等学校奨学生　在学応募
令和9年1月12日（火）
　
大学・短期大学奨学生　予約応募
第1次予約募集　令和8年8月3日（月）
第2次予約募集　令和9年1月12日（月）

応募資格

すべての奨学生に共通の応募資格
保護者等が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡したり、
重い後遺障害のために働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生であること。
応募者が生まれる前に保護者が後遺障害となった場合も含む。
※交通遺児育英会の規定する後遺障害とは、自動車損害賠償保障法施行令別表
　第1及び別表第2の第1級から第7級までの障害、又は、身体障害者福祉法の第1
　級から第4級までの障害、又は、精神保健及び精神障害者福祉法の第1級から
　第3級までの障害。

高等学校奨学生　在学応募

大学・短期大学奨学生　予約応募
現在、3年生の生徒

申請方法
申請書をホームページからダウンロードもしくは事務室で受け取り必要書類を
事務室に提出
URL:https://www.kotsuiji.com

提出書類

①奨学生願書
②在学証明書兼推薦書
③奨学金受取口座の「通帳」の「名義と口座番号」の部分の写し
④交通事故証明書
⑤保護者の所得に関する証明書
・給与所得者は昨年度の源泉徴収票の写し
・給与所得者以外、給与所得者で源泉徴収票が無い方は「所得証明書」
（市区町村役場発行）
⑥戸籍謄本
⑦後遺障害の程度を証する書類（下記のいずれか、死亡の場合は不要）
・身体障害者手帳の写し（1級～4級）
・「後遺障害に関する証明書」（ホームページに様式あり）
・自動車損害賠償保険金の取扱い保険会社あるいは農協の証明
・事故後間もないなど、手帳や証明がない場合は、病院の「状態や就労不能」
　が記載された診断書（写し可）

他の奨学金
との併用

高等学校奨学生在学応募の募集人数は全国で400人
大学・短期大学奨学生予約応募の募集人数は全国で300人

https://www.kotsuiji.com/
https://www.kotsuiji.com/
https://www.kotsuiji.com/


滝川グループ奨学金財団

主催 一般財団法人滝川グループ奨学金財団

種類
給付型：年額50万円（２年間の総額１００万円）
給付期間：１年生次および２年生次

募集期間
校内締切り　令和8年7月3日（金）

応募資格

①日本国籍を有すること
②高等学校に在籍する2027年3月に卒業を見込む学生であること
③理容師・美容師養成施設として指定された理容・美容専門学校で学ぼうと
する者であること
④応募締切日時点で年齢20歳以下であること
⑤経済的理由により、学費の支弁が困難であること
⑥就学及び生活状況について、当財団の求めに応じて適時正確に報告できる
こと
　
7月3日（金）までに事務室に申し出てください。
様式等詳細は下記ホームページで確認してください。

https://takigawa-zaidan.or.jp

提出書類

①奨学生願書
②奨学生推薦書
③住民票の写し（同一世帯内全員分の記載があり、２ヶ月以内に取得したも
の）
④保護者の所得を証明する書類の写し（保護者の所得を証明できる公的なも
の）
⑤作文（理容師・美容師を目指す理由）
⑥個人情報の取扱いに関する同意書（所定の様式）

備考 採用人数は各年度１２名まで

申請方法

https://takigawa-zaidan.or.jp/


読売育英奨学会

主催 読売育英奨学会

種類
給付型：詳細はホームページをご覧ください。
給付期間：最短就学期間

募集期間 定員になり次第終了

応募規程

①心身共に健康であること。
②働きながら勉学に努め情熱とひたむきさを有する人。
③高校卒業（または卒業見込み）、またはこれに相当する学歴・資格を有す
る人。
④満18歳以上、申込時に満29歳まで。
⑤日本国籍、または新聞販売店での労働に制限のない在留資格（定住・永
住）を持っていること。

説明会に参加のうえ「入会申込書」を提出する。

トップページ | 読売育英奨学会

提出書類
（合格後）

①誓約書
②学費立替依頼書
③印鑑登録証明書
④合格通知のコピー
⑤健康診断結果
⑥学費振込書

備考 新聞販売店で働きながら給料と奨学金が支給されます。

申請方法

https://www.yomisho.com/


公益財団法人　キーエンス財団

主催 株式会社　キーエンス

種類
給 付 型：月額12万円（年額144万円）
給付期間：2027年4月～2031年3月（最短修業年限）

募集期間
（予定）

一次選考　Web登録：2027年2月1日（月）～4月 2日（金）午前10時
二次選考　書   類：2027年4月 8日（木）～4月21日（水）締切当日消印有効
　　　　　Web登録：2027年4月 8日（木）～4月21日（水）午前10時
URL：　　　 https://www.keyence-foundation.or.jp/

応募資格

以下の事項すべてに該当する者
①2027年4月に日本の大学に入学する者（4年制の学部・学科生に限る。
  ただし通信教育課程及び夜間学部生、並びに留学生を除く。）
②2027年4月1日現在、20歳以下である者
③経済的な支援を必要とする者

応募方法

一次選考　・財団ホームページ上にて必要事項及び小論文を登録（入力）
　　　　　　（応募は本人からに限る）
　　　　  ・2027年4月8日（木）（予定）に選考結果（採否）の通知メールが
　　　　　　届く
二次選考　・一次選考に通過した方のみ財団ホームページにて、所定の小論文
　　　　　　など必要事項を登録

提出書類

※一次選考に通過した方のみ
①大学の学生証（写真付、A4の用紙にコピーしたもの）
②在籍大学の在学証明書（原本）
③卒業高校の調査書（原本、開封無効）
④世帯全員分の住民票（本籍（日本国籍以外は残留資格等記載）・続柄記載
3ヶ月以内　原本）
⑤所得・課税証明書又は非課税証明書・住民税決定証明等の原本
　（原則として父母両方）
※令和7年1月1日から12月31日までの所得に基づくもの
⑥健康保険証（家族全員分）（A4の用紙にコピーしたもの）
　※「ご家族情報」に記載した家族全員分

他の奨学
金との併
用

(併用とは、キーエンス財団の奨学金に加え、期間を一部でも重複して他の
奨学金を受給すること）
①貸与型奨学金：併用可
②給付型奨学金：併用不可（ただし海外留学支援の奨学金は併用可）
③国の修学支援制度による授業料等減免：併用可
④大学独自の制度のうち現金が給付されるのではなく、大学に納付する授業料
　が実際に減額又は免除される制度：併用可

備考 募集人数は全国で1500名程度

https://www.keyence-foundation.or.jp/
https://www.keyence-foundation.or.jp/
https://www.keyence-foundation.or.jp/
https://www.keyence-foundation.or.jp/
https://www.keyence-foundation.or.jp/


はばたけ！ゴールドリボン奨学金

主催 公益財団法人　ゴールドリボン・ネットワーク

種類
給 付 型　月額４万円（年間４８０，０００円）
給付期間　対象となる大学等に在学中の期間（正規の最短修業年限）

募集期間
提出期限　２０２６年１０月１５日（木）（必着）

対象生徒

２０２７年度中に大学等へ進学する希望を持っていて、以下の①から④のすべ
てに該当する方。

①１８歳未満でがん(小児がん、あるいはAYA世代がん）と診断され、治療を受
　けた方。もしくは現在治療中の方で、自身ががんに羅患したことを認識され
　ている方。
②２０２７年３月までに卒業（予定)の方。
③２０２７年４月に学校教育法が定める日本国内の大学（大学院は除く）、短
　期大学、専修学校（専門学校）等に入学、もしくは２０２６年度中に入学予
　定の方。
④奨学金申請時における前年度の世帯の収入または所得額が以下の基準の方。
　給与所得世帯の場合は７００万円未満（源泉徴収票の支払額）
　給与所得以外の世帯の場合は２９５万円未満（確定申告書の所得金額）
申請書をホームページからダウンロードもしくは事務室で受け取る。
必要書類を個人で公益財団法人ゴールドリボン・ネットワークへ申請する。
URL（https://www.goldribbon.jp/participants#rad5)
申請先　〒１７１－００２１　東京都豊島区西池袋２－２１－８－２０４
　　公益財団法人ゴールドリボン・ネットワーク
　　　　　　「はばたけ！ゴールドリボン奨学金」係

提出書類

①申請書（主治医の記入欄あり）
②作文（４００字詰め原稿用紙２枚以上）
③調査書（３か月以内に発行したもの）
④戸籍謄本（戸籍全部事項証明）（原本、コピー不可）
⑤所得証明書（市区町村役場発行）（原本、コピー不可）
⑥家計支持者の収入額を証明する書類

申請方法

備考 全国で２５名程度

他の奨学
金との併

用

日本学生支援機構を含む他の奨学金（給付型奨学金・貸与型奨学金・授業料等
減免制度）との併用可能

https://www.goldribbon.jp/participants#rad5
https://www.goldribbon.jp/participants#rad5
https://www.goldribbon.jp/participants#rad5

